
金
滞
古
股
志
巻
占
ハ

て
利
嗣
君
よ
り
金
千
五
百
回
寄
附
し
給
へ
り
。
同
九
年
七
月
三
日
給

馬
堂
落
成
。
同
十
一
年
九
月
廿
目
録
護
落
成
、
紳
事
能
興
行
あ
り
。

'
周
年
十
月
四
日
北
陸
道
御
巡
幸
金
滞
に
御
駐
撃
の
慮
、
叡
慮
を
以
て

御
幣
物
紅
白
羽
二
重
二
匹
御
納
め
の
旨
‘
供
車
中
宮
内
卿
徳
大
寺
賓
則

卿
よ
り
前
岡
正
三
位
舟
泰
卿
へ
偉
宜
せ
ら
る
。
依
っ
て
同
六
日
部
門
泰

卿
幣
伎
と
し
て
首
位
へ
参
向
せ
ら
れ
、
之
を
納
め
給
代
り
。
同
十
四
年

六
月
廿
五
日
蛍
枇
例
祭
御
幣
吊
料
金
五
岡
、
爾
後
御
納
め
相
成
る
旨

宜
下
有
v
之
。
蟻
臆
よ
り
共
の
皆
建
せ
ら
れ
、
七
月
廿
日
初
め
て
御
幣

吊
料
御
納
有
v
之
。
翌
年
よ
り
は
毎
年
四
月
廿
七
日
の
例
祭
に
納
め
相

成
る
例
と
成
り
た
り
。
前
件
の
如
く
遁
品
川
枇
格
を
霊
ぜ
ら
れ
、
随
っ

て
紳
威
益
t

か

r
や
き
、
崇
敬
も
ま
た
随
う

τ
日
々
に
傍
し
、
金
津

市
中
の
大
祉
と
は
成
り
た
り
。

O
丹

後

屋

敷

此
の
地
は
、
往
昔
前
回
丹
後
の
第
跡
に
て
あ
り
し
故
に
、
後
々
ま
で

丹
後
屋
敷
と
呼
べ
り
。
共
の
地
は
従
前
は
金
谷
殿
の
隣
地
に
て
、
金

谷
出
丸
の
地
と
右
丹
後
屋
敷
と
の
境
に
掘
あ
り
て
、
金
谷
の
地
は
高

〈
丹
後
屋
敷
の
地
は
梢
t

低
か
り
し
か
ど
、
駿
藩
の
後
金
谷
殿
の
地

所
梯
下
に
成
り
た
る
頃
、
丹
後
屋
敷
の
地
も
共
に
梯
下
に
成
り
、
金

，、
O 

谷
の
地
と
丹
後
屋
敷
と
の
境
怠
る
掘
を
埋
め
、
一
様
の
地
と
た
し
た

り
。
近
〈
金
谷
舘
と
て
此
の
地
に
倶
楽
部
の
舘
舎
を
建
築
せ
り
。
廷

賃
金
樺
固
に
は
前
に
載
せ
た
る
如
く
描
け
り
。

三
州
志
衆
国
概
箆
附
録
に
云
ふ
。
丹
後
第
は
、
前
回
丹
後
長
時
の
奮

錦
地
危
り
。
丹
後
は
美
作
芭
長
の
弟
陀
て
、
八
千
石
友
り
。
共
の
隣

地
不
関
門
の
方
は
、
同
姓
八
左
衛
門
の
奮
第
地
た
り
。
八
左
衛
門
は

前
回
鈎
馬
長
穏
の
弟
に
て
‘
七
百
石
友
り
。
是
よ
り
四
代
の
後
市
右

衛
門
断
絶
す
と
。
頭
註
に
去
ふ
。
丹
後
第
長
さ
六
十
六
問
、
幅
四
十

九
間
也
o
町
の
方
に
仮
物
見
一
あ
り
。
内
は
花
園
等
也
と
あ
り
o
今
按
宇

る
に
、
長
さ
六
十
六
聞
は
丹
後
の
第
地
よ
り
同
姓
八
左
衛
門
の
第
地

へ
か
け
た
る
問
教
に
て
、
後
一
回
の
地
と
成
り
た
る
問
教
を
い
へ
る

も
の
也
。
叉
三
州
志
来
因
概
覧
頭
註
に
二
段
今
の
丹
後
第
に
竹
岡
市

三
郎
一
居
住
す
。
市
三
郎
小
松
へ
引
越
の
後
、
共
の
第
揚
げ
屋
敷
と
成

る
。
此
の
屋
敷
に
微
妙
公
の
翁
主
春
姫
移
ら
せ
ら
れ
居
給
ふ
。
依
つ

7
2
4
A
r
 

て
不
関
門
は
女
房
の
往
来
あ
る
ゆ
ゑ
、
常
の
往
来
を
禁
じ
て
不
v
開
故

に
不
開
門
と
呼
ぺ
り
と
。
平
次
按
や
る
に
竹
岡
市
三
郎
の
居
た
る
第

地
は
.
紳
艇
寺
の
隣
屋
敷
た
り
と
昌
披
問
答
に
い
へ
り
。
共
の

E
細

ほ
不
開
門
の
僚
下
に
載
せ
た
り
。

金
滞
古
蹟
志
品
恒
夫

。
前
田
丹
後
長
時
停

長
時
は
、
前
回
封
馬
守
長
種
の
二
男
に
て
‘
別
に
一
家
を
起
せ
り
。

前
回
舗
を
考
ふ
る
に
、
長
時
幼
名
は
犬
桧
と
稀
し
、
文
総
元
年
越
中

森
山
に
て
出
生
す
。
腹
長
六
年
十
裁
に
て
利
長
卿
に
奉
仕
し
、
同
十

年
秩
総
千
石
を
賜
ひ
た
り
。
父
長
種
致
仕
せ
し
時
、
長
種
が
家
総
の

内
四
千
石
を
配
分
し
、
合
は
せ
て
五
千
石
を
領
し
、
人
持
組
と
成
る
。

正
保
二
年
利
常
卿
江
戸
へ
召
寄
ら
れ
、
三
千
石
を
加
へ
ら
れ
、
八
千

石
賜
は
り
た
り
。
此
の
時
の
判
印
寄
如
v
左。

鏡
加
増
三
千
石
、
先
知
引
合
八
千
石
之
鹿
扶
助
畢
。
先
知
五
千
石
者

息
平
太
夫
相
波
也
。
右
金
く
可
v
令
a
支
配
-
紙
一
如
v
件。

正
保
二
年
十
月
十
日

犬

常代

判中j

千

手U

前
回
丹
後
守
殿

子
v
時
将
軍
家
に
拝
謁
す
。
利
常
卿
大
樹
に
告
げ
て
日
く
、
吾
甥
長
時

者
難
v
局
=
不
器
量
吋
於
a
武
勇
者
吾
恥
v
之
.
網
利
幼
稚
之
間
可
v
鵠
昌
金
滞

城
代
-
哉
云
ぺ
大
樹
令
ν
許
v
之
d

酒
井
忠
勝
・
松
平
信
網
可
v
之
“
依
v
之

錫
a
金
海
城
代
吋
一
後
難
晶
子
小
幡
宮
内
長
衣
二
姑
費
四
年
九
月
四
日
卒
。

享
年
八
十
五
.
葬
-
予
月
照
寺
吋
と
あ
り
。
按
・
宇
る
民
、
長
時
が
母
は

ムハ一




